






SECTION 2 : FEATURES / EFFECTIVENESS

ノビバック®はハイタイター、移行抗体の影響を受けにくい

TCID50(50% Tissue Culture Infectious Dose)
ウイルス量（力価）の単位。 培養細胞の50%が感染（細胞変性）するウイルス量を表す。 培養細胞の入ったウェルに、希釈倍
率10倍、100倍、1000倍…のウイルス液を接種していき、半分のウェルで細胞変性効果が認められた濃度から算出される。 

有効性

安全性2
● アジュバントフリー

● ４週齢の子犬から早期ワクチン接種が可能です

有効性1
● ハイタイターワクチン 

● Immunity gapの短縮により野外感染のリスクを減少します

● 優れた抗体応答及び防御効果

● 安心の免疫持続

●  CPVは107.0 TCID50 以上が含有されています。 
●  CDVはDHPPi＋L及びDHPPiでは104.0 TCID50 以上が、PUPPY DPでは105.0 TCID50 以上が
   含有されています。 

●  犬パルボウイルス：すべての野外株（2a、2b、2c)に対する防御が可能です。

ガイドラインに沿ったワクチネーションにも対応4
● 犬用コアワクチンについては3年間の抗体持続を確認しています

● 犬レプトスピラ病、犬パラインフルエンザウイルス感染症の単味ワクチン

● 非推奨ワクチンを含みません

●  レプトスピラワクチンと犬パラインフルエンザワクチンをそれぞれ単味でご用意しておりますので、
  感染症のリスクに応じて接種することが可能です。

● DHPPiとPUPPY DPの接種液量が0.5mL～1.0mLで選べます

● ソルベントは別包装（別売り）で室温保存ができます

● コアワクチンとノンコアワクチンの製品ラインアップで
   ライフスタイルに合ったワクチン接種が可能です

利便性3

■ 移行抗体保有犬における最小有効ウイルス量（CPV） 

CPVの野外発症防御レベルの移行抗体価80倍（HI）を乗り越えるには
106.8 TCID50 以上が必要 

ノビバック®のCPVウイルス含有量は107.0 TCID50以上 

移行抗体価80倍（HI）を保有する6週齢の子犬6頭に、ノビバック® PARVO-C（107.5 TCID50 /ドース）ならびにその希釈ウイル
ス液（106.8 TCID50 /ドース又は105.8 TCID50 /ドース）を接種して最小有効ウイルス量を検討しました。
結果：106.8 TCID50 /ドース又は107.5 TCID50 /ドースを接種された子犬4頭で抗体応答が認められました。 

特長
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SECTION 2 : EFFECTIVENESS

■＝陽性 

試験１の結果（ノビバック®LEPTO接種５週間後）

試験２の結果（ノビバック®DHPPi＋L接種6ヵ月後）

試験２の結果（ノビバック®DHPPi＋L接種後13ヵ月後）

試験１の結果（ノビバック®LEPTO接種５週間後）

試験２の結果（ノビバック®DHPPi＋L接種6ヵ月後）

試験２の結果（ノビバック®DHPPi＋L接種後13ヵ月後）

カニコーラ攻撃試験 イクテロへモラジー攻撃試験
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出典：社内資料

有効性

供試動物 4週齢のビーグル犬30頭 
ワクチン接種 4週齢及び8週齢時にノビバック®DHPPi＋L 1ドースを皮下接種
観察項目 2週間ごとに抗体価を測定

ノビバック®のCPVワクチンは、CPV2a株、2b株、2c株すべてで攻撃試験の結果、
発症防御だけでなく感染防御（攻撃株の糞便中への排泄が認められなかった）も証明されています。

出典：*Spibey,N, Greenwood,N.M., Sutton,D., 
Chalmers,W.S.K., Tarpey,I. 2008. Canine parvovirus type2 vaccine protects against 
virulent challenge with type 2c virus. Vtererinary Microbiology128(1-2), 94-101
*Hoskins,J.D., Taylor,H.W., Gourley,K.R..1995. Challenge trial of a new attenuated 
canine parvovirus vaccine. J.Vet.Int.Med.9,197
*Gore,T.C., Lakshman,N., 
Duncan,K.L.,Coyne,M.J.,Lum,M.A.,Sterner,F.J.2005. Three-Year Duration of 
Immunity in Dogs Following Vaccination Against Canine Adenowirus Type-1,Canine 
Parvovirus, and Canine Distemper Virus. Veterinary Therapeutics6(1)

● L.カニコーラ及び L.イクテロヘモラジーを用いた
   攻撃試験によるノビバック®LEPTOの有効性

供試動物 カニコーラ及びイクテロヘモラジーに対するMDAを持たない子犬
各群6頭（ワクチン接種群及びコントロール群） 

ワクチン接種 9週齢及び13週齢の2回（試験1ではノビバック®LEPTO、
試験2ではノビバック®DHPPi+Lを接種）

観察項目 攻撃試験後、1ヵ月間（28日間）、血中及び尿中への菌の排泄を
培養試験にて確認 

試験1

試験2

ワクチン接種群は、攻撃試験後1ヵ月以内のどの時点においても感染は認められなかった。 

ワクチン接種後6ヵ月経過しても感染に対する十分な防御効果が認められた。 
ワクチン接種13ヵ月後においてもワクチンの防御効果が確認できた。 

● CPV2a株、2b株、2c株への防御効果

優れた抗体応答及び防御効果
レプトスピラの攻撃試験により、菌血症及び尿中排泄の 
抑制効果が確認されています

4週齢の子犬に対し、ノビバック®の2回接種で、良好な抗体応答が得られました。

● 4週齢の犬における抗体応答試験

出典：Klaasen, H. L. B. M., Molkenboer, M. J. C. H., Vrijenhoek, M. P., & Kaashoek, M. J. (2003). Duration of immunity in dogs vaccinated 
against leptospirosis with a bivalent inactivated vaccine. Veterinary Microbiology, 95(1-2), 121‒132 Veterinary Microbiology
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